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（１） はじめに 

  理科が自然現象を対象としている以上，教材はいかなるときも存在し，場所を問わない。そのた

め生徒に出合わせようとするのであれば，すでに存在しているが気が付いていない現象に意図的に

光を当て，その存在を明確に示す必要がある。静電気の内容も，まさにそれに該当する。生徒は，

小学校で電気について学習してはいるものの，静電気については学習していない。しかし，静電気

による現象をある程度は理解している。 

  小学校での既習事項を問うレディネス・テストでは，電気に関する基本的な語句は覚えていても，

回路内の電流の向きを問う問題では正答率が３０％程度と低く，定着が不十分な実態があった。さ

らに，電気の内容が好き・やや好きという生徒は５７％，得意・やや得意と答えた生徒は３１％と，

全体的なレディネスは低い傾向にあった。 

そこで，レベルの高い静電気に関するテクノロジーの紹介などというよりも，生徒にとって親し

みのある，身近な静電気の発生や放電現象についてあらためて目を向けさせたい。その静電気が発

生している様子や，静電気を帯びているものを写真に撮影し，その説明を書くという宿題を出すこ

ととした。 

従来は理科室での話し合いを行わせていたが，GIGAスクール構想で ICT端末が１人１台使えるこ

ととなったため，授業支援ソフトを用いて写真や説明を記入できるようにした。それによって，生

徒の主体的で協働的な学びを引き出そうと考えた。 

また，そこから導かれた静電気発生のための仮説を実験で検証することによって，生徒の主体的

な学びを引き出しつつ，体験の個人差の解消につなげ，本時の目標の達成を図った。 

 

（２） 授業の実際 

① 事前指導 

静電気について学習を進めることや，１時間目の宿題への取り組み

方などについて説明した。また，レディネス・テストを行い生徒の現状

を把握した。その上で Before-Afterの「Before（静電気と電気はどう

違うのか）」に記入させた。さらに，「静電気について調べたいことや疑

問に思うこと」を授業支援ソフト上のワークシートに付箋で貼り付け

させ，興味・関心を高めさせつつ本時の学習に備えさせた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 導入 

はじめに，お互いの宿題について情報交換を行わせ，内容を
共有させた。制限時間は２分✕２で，メンバーを変えながら４
人程度と共有させた。自主的に髪の毛を下敷きやビニール袋
で摩擦したときの静電気の発生の違いを撮影してきた生徒が
おり，その動画を視聴するとこで静電気による現象を想像し
にくい生徒の理解を助けることができていた。 

  

教材との出合いから主体的な学びを引き出す方法 
〜静電気の導入〜 

 
 

 

 

準備 □レディネス・テスト □Before-After □宿題用ワークシート □「静電気につい
て調べたいことや疑問に思うこと」（全てにおいて授業支援ソフトを活用した） 



その後，「調べたいことや疑問に思ったこと」として生徒か
ら事前に挙げられていた「静電気はどうすれば発生するのか」
を取り上げ，本時の課題とすることを告げた。 

 

 

 

 
③ 展開 

はじめに，静電気が発生する条件について仮説を立てさせた。
生徒からは，「近付ける」や「こすり合わせる」などの考えが出さ
れたが，これらを方法の見通しとして，検証計画につなげること
ができた。 

その際の実験方法として， ア 摩擦すると「音が出る」こと，
イ 摩擦すると「くっつく」ことがあること，ウ はく検電器の「は
くが開く」ことなどを，生徒から意見を出させながら説明した。
それによって，結果の見通しをもたせることができたと考えられ
る。特に，はく検電器は生徒にとって初めて扱う実験装置なので，
スライドを基に丁寧に解説した。 

  静電気の発生を検証する物体は何でも可能だが，「塩ビ管」「ゴ
ム風船」「紙」の３つに絞った。選定の理由は ・静電気が確実に
発生すること ・楽しくできること ・身近であること などで
ある。また，検証するためのものとして「はく検電器」「小さく切
った紙」を準備した。本時の目標は「物体どうしをこすり合わせ
ると静電気が発生することを見いだすこと」なので，時間の都合
もあり，必要最低限度に抑えることとした。 

  次に，検証実験を行わせ，その結果を撮影して授業支援ソフト
に保存しつつ，全体で確認した。生徒には，決定的な１枚を掲載
するよう指示した。 

実験では，ひたすらこすったり，放電現象でバチッという衝撃
を受けたり，塩ビ管どうしをこすり合わせたり，自分の筆箱や定
規をこすってみたりするなど，多様な実験の様子を想定通り見る
ことができた。本時には静電気発生の有無にのみ絞っており，ど
の班も結果を出すことができたが，そうした生徒の試行錯誤を次
の時間につなげていきたいと考える。 
 

    
 
 
 

④ まとめ 
   授業スタンダードでは，「何を学んだか」とともに，「どのよ

うに学んだか」という振り返りも重視している。そこで，ワー
クシートに記入する場所を設け，最後のまとめの時間に記入さ
せた。 

 
（３） まとめ 
   今まで，その場の質問だけで終わっていたことも多かった単 

元の導入だが，生徒が自ら写真を撮影して学級内で共有したり
疑問点を１枚のシートに書き出したりすることで，生 
徒の興味・関心を高めさせ，主体的な学びにつなげる 
ことができたと考える。ICT端末やアプリケーション 
ソフトに対する生徒の習熟度も高まってきているので， 
さらなる活用方法を模索し，実践していきたい。 

  
（所属：福島市立北信中学校 紺野繁幸） 

準備 □ICT端末（各自）□ワークシート（紙） 
   □授業スライド（プレゼンテーションソフト） 

準備 □静電気実験セット 
・塩ビ管 ・風船 ・ウール ・はく検電器 ・紙片 
・キッチンペーパー 


